
第 52 回地盤工学研究発表会（名古屋大会） 

技術展示のしおり 
 

 

 会 場  名古屋国際会議場 イベントホール（1 号館 1 階） 

（〒456-0036 愛知県名古屋市熱田区熱田西町 1 番 1 号） 

 

 内 容  技術展示コーナー［72 ブース］ 

【併設コーナー】 

 地盤品質判定士による住宅地盤相談会［1 ブース］ 

 起震車による地震体験 

 特別会員 PR 

 ドリンク（お茶，コーヒー等の提供） 

 名古屋の和菓子フェア（和菓子の提供） 

 休憩・商談スペース 

 G-CPD 登録 

【歓迎行事（ウェルカムイベント）】※7 月 12 日の 18:00～19:00 の開催 

 記念枡や地酒の提供ほか 

※いずれも無料 

 

 期 間  平成 29 年 7 月 12 日（水）9:00～18:00（地震体験コーナーは 10:00～17:00） 

平成 29 年 7 月 13 日（木）9:00～16:40（地震体験コーナーは 10:00～16:30） 

平成 29 年 7 月 14 日（金）9:00～15:00（地震体験コーナーは 10:00～14:00） 

※歓迎行事は 7 月 12 日の技術展示コーナー終了後の 18:00 より開催 

 

 来場者  学会参加者および一般市民 ※但し，歓迎行事に一般市民の方は参加できません． 

 

 主 催  公益社団法人 地盤工学会 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

１．はじめに 

地盤工学に関する技術の発展はめざましく，新しい施工法，材料，調査法，試験法，設計法，解析法

や防災・環境保全に関する技術などが様々な機関で開発されています．このような技術を紹介して意見

を交わしていただくことが，互いの技術の進歩と地盤工学の発展に繋がると考え，「技術展示コーナー」

を企画しました．本大会では，このしおりにご紹介しますように 72 ブース（住宅地盤相談会のブース

を併せて 73 ブース）の出展を行いますので，是非とも見学ください． 

最後になりましたが，技術展示コーナーの実施にあたり，多くの方々のご協力等を頂戴しましたこと

をここに記し，お礼申し上げます． 

 

２．技術展示の会場 

技術展示の会場は，研究発表会の会場でもある名古屋国際会議場の 1 号館 1 階の「イベントホール」

です（下図参照．総合受付付近）． 

会場には，地盤品質判定士による住宅地盤相談会コーナー，起震車による地震体験コーナー，特別会

員ＰＲコーナー，ドリンクコーナー，名古屋の和菓子フェアコーナー，G-CPD 登録コーナーをそれぞれ

併設しています．休憩・商談スペースでは，打ち合せや商談，休息，昼食の場としてもご利用いいただ

けます．また，初日の 7 月 12 日（水）の 18 時より，会場内で，歓迎行事（ウェルカムイベント）も実

施いたします（技術展示，併設コーナー，歓迎行事のいずれも無料）．是非お立ち寄りください． 

 

 

３．技術展示のスケジュール 

技術展示の会場でのスケジュールは次のとおりです． 

7 月 12 日（水）  9:00～ 9:10  開会式（挨拶：実行委員会委員長 中野正樹） 

 9:00～18:00  展示（併設コーナー含む．但し，地震体験コーナーは 10:00～17:00） 

18:00～19:00  歓迎行事（ウェルカムイベント） 

7 月 13 日（木）  9:00～16:40  展示（併設コーナー含む．但し，地震体験コーナーは 10:00～16:30） 

7 月 14 日（金）  9:00～15:00  展示（併設コーナー含む．但し，地震体験コーナーは 10:00～14:00） 
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４．歓迎行事（ウェルカムイベント） 

下記のとおり，技術展示の初日（7 月 12 日）には，会場内（奥の休憩スペース付近）にて，出展者お

よび学会参加者の方々の歓迎行事を開催します．ふるってご参加ください（参加費無料）． 

開催日時： 7 月 12 日（水） 18:00～19:00 

内  容： 記念枡の配布，東海三県の地酒の提供（ソフトドリンクもご用意しています） 

次  第： 18:00 挨拶（地盤工学会会長 村上 章） 

18:05 挨拶および乾杯（実行委員会委員長 中野正樹） 

18:10～ 歓談 

18:30 中締め（中部支部長，実行委員会副委員長 守屋正平） 

18:30～ 歓談 

19:00 閉会の辞 

    ※進行：神谷浩二（実行委員会技術展示部会） 

 

５．併設コーナーの紹介 

いずれも無料です．各コーナーの場所は，「６．出展者一覧および会場配置図」を参照ください． 

（１）地盤品質判定士による住宅地盤相談会 

地盤品質判定士による住宅地盤の相談会を行います．家の地盤について疑問や質問に答えます．場

所は，技術展示コーナーのブース番号「1」です． 

（２）起震車による地震体験 

会場の屋外（乗車場所は会場の奥（出入口の反対側））に起震車

を設置していますので，地震を体験ください．7 月 12 日と 14 日

には「ジィジョ号」，7 月 13 日には「ぐらぐら 2」のそれぞれが名

古屋市消防局よりやってきます（右写真はジィジョ号）． 

（３）特別会員ＰＲ 

地盤工学会特別会員のパンフレット等を用意していますので，

ご自由にお持ちください．場所は，会場の奥（出入口の反対側）です． 

（４）ドリンク 

冷たいご当地の水やお茶（ペットボトル），温かいコーヒーやお茶（カップ）をそれぞれ用意してい

ますので，ご自由にお飲みください．場所は，会場の奥（出入口の反対側）です． 

（５）名古屋の和菓子フェア 

名古屋の銘菓（6 種類）をご用意しました．3 種類を 1 セットとして提供していますので，ご賞味く

ださい．なお，数に限りがございますので，品切れの場合はご容赦ください．場所は，会場の奥（出

入口の反対側）です． 

（６）休憩・商談スペース 

会場内の中ほどや奥（出入口の反対側）にそれぞれ用意しています．打ち合せや商談，休息，昼食

の場としてご利用ください． 

（７）G-CPD 登録 

G-CPG 登録機は，会場の奥（出入口の反対側）の和菓子フェアコーナー付近に設置しています．会

員カードを持参のうえ，登録ください（詳細は，「参加者のしおり」をご参照ください）． 
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６．出展者一覧および会場配置図 

出展は，次表に示すように，73 ブース（住宅地盤相談会のブースを含む）です．表中の番号は，会場

配置図に示すブース番号に対応します．「７．出展者の紹介」もご覧いただき，各ブースを見学ください． 

 

【出展者一覧】 

番号 出展者名 

1 地盤品質判定士会（地盤品質判定士による住宅地盤相談会） 

2 日本ニューメリカルアルゴリズムズグループ株式会社（日本 NAG） 

3 株式会社奥村組 

4 日本スペースイメージング株式会社 

5 静的圧入締固め工法（CPG 工法）研究会 

6 VＳＬ協会、ブイ・エス・エル・ジャパン株式会社 

7 新日鐵住金株式会社 

8 エコジオ工法協会 

9 奥山ボーリング株式会社，株式会社ネクスコ・メンテナンス東北 

10 
NEXCO 中日本グループ（中日本高速道路株式会社、中日本ハイウェイ・エンジニアリン
グ東京株式会社、中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋株式会社） 

11 応用地質株式会社 

12 WILL 工法協会 

13 株式会社ダイヤコンサルタント 

14 株式会社レアックス 

15 愛知県陶器瓦工業組合 

16 株式会社フジタ  

17 株式会社ワイビーエム 

18 株式会社マルイ 

19 JIP テクノサイエンス株式会社 

20 ジオ・ラボネットワーク 

21 大成建設株式会社 

22 TRD 工法協会 

23 国土交通省 中部地方整備局 名古屋港湾空港技術調査事務所 

24 SUPERJET 研究会、クロスジェット協会 

25 多数アンカー式補強土壁協会 

26 株式会社テイコク  

27 木材活用地盤対策研究会 

28 ジャパンホームシールド株式会社 

29 PAN WALL 工法協会 

30 五大開発株式会社 

31 一般社団法人セメント協会 

32 株式会社地層科学研究所 

33 川崎地質株式会社 

34 土留部材引抜同時充填工法研究会 
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番号 出展者名 

35 鹿島建設株式会社、ケミカルグラウト株式会社 

36 株式会社エスイー 

37 フロテックアンカー技術研究会 

38 真空圧密ドレーン工法研究会 

39 株式会社アサヒテクノ 

40 株式会社メイホーエクステック 

41 株式会社技研製作所 

42 PC フレーム協会 

43 前田工繊株式会社 

44 中部電力株式会社 

45 日本システム管理株式会社 

46 株式会社アサノ大成基礎エンジニアリング 

47 中央開発株式会社 

48 株式会社アーク情報システム 

49 大日コンサルタント株式会社 

50 株式会社不動テトラ 

51 テスコ株式会社 

52 計測ネットサービス株式会社 

53 基礎地盤コンサルタンツ株式会社 

54 東邦ガス株式会社 

55 中日本建設コンサルタント株式会社 

56 RRR 工法協会 

57 三信建設工業株式会社 

58 日鉄住金セメント株式会社 

59 大起理化工業株式会社 

60 国土防災技術株式会社 

61 サンスイ・ナビコ株式会社 

62 日本基礎技術株式会社 

63 日特建設株式会社 

64 既設アンカー緊張力モニタリングシステム研究会 

65 株式会社大林組 

66 流動化処理工法研究機構 中部支部 

67 株式会社マイダスアイティジャパン 

68 清水建設株式会社 

69 日本国土開発株式会社 

70 地盤注入開発機構 

71 中部地中熱利用促進協議会、岐阜地中熱利用研究会、地下水・地下熱資源強化活用研究会

72 株式会社竹中土木 

73 株式会社丸東製作所 
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【会場配置図】 

 

※下図の数字はブース番号 
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７．出展者の紹介 ※各左上の数字はブース番号 

No.１ 地盤品質判定士会（地盤品質判定士による住宅地盤相談会） 

 

 

No.２ 日本ニューメリカルアルゴリズムズグループ株式会社（日本 NAG）
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No.３ 株式会社奥村組 

 

 

No.４ 日本スペースイメージング株式会社 

 

 

 

 

 

 

  

地球観測衛星を、より身近な情報ソースに 

日本スペースイメージング株式会社   http://www.spaceimaging.co.jp 

〒104-0031 東京都中央区京橋 2-2-1  

TEL：03-5204-2734 E-MAIL: jsi-info@spaceimaging.co.jp 

合成開口レーダ（SAR）衛星データを二時期、時系列比較すること

で地盤の変位がわかります。数 cm から数 mm 程度の地表変動を、グ

ローバルに、面的に、把握することができます。 

地形データ（DSM・DTM）で地形の起伏が、点群・3D データで構造物の

輪郭等がわかります。最高５０センチ単位で、世界中の地形・モデル

データの提供いたします。 

日本スペースイメージングは、高度な科学技術の集積である地球観測衛星を、利用者のニーズに合わせて最適運用し（撮影サ

ービス）、画像作成・付加価値処理 （衛星画像製品）、情報抽出・配信（地理空間情報サービス）しています。 

3 次元製品(VRICON) 地盤変位サービス 

Analyzed by e-Geos includedⒸJSI 「VRICON 3D」(イメージ)ⒸVRICON 
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No.５ 静的圧入締固め工法（CPG 工法）研究会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NETIS: KTK-140005-A                            http://www.cpg-kouhou.jp 

 

No.６  VＳＬ協会、ブイ・エス・エル・ジャパン株式会社 

   完全防護で無類の長期耐久性を実現したＶＳＬ永久アンカー工法(ランクＡ) 

工法の紹介 

VSL 永久アンカー工法（SP 型）（ランクＡ）は、地震による地すべり等の地盤災害を防ぐために

開発されたものであり、１本の注入パイプ（Single Pipe）でコルゲートシースの内部・外部を確実

にグラウト注入できるコスト削減を図った新たなＶＳＬ永久アンカー工法（ランクＡ）である。

① 化学腐食や電気腐食などを防止するため、コルゲートシースをはじめ加工用材料、頭部保護材

料はすべて合成樹脂製である。 

② アンカーテンドン全長がダブルプロテクションでフレキシブルな構造になっており、長期に

わたり強度と耐久性を維持できる。 

③ 設計引張り力は、220KN～1879KN まで任意に対応できる。 

④ 維持管理のための点検が容易で、必要があれば再緊張が容易にできる。 
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No.７ 新日鐵住金株式会社 

 

 

No.８ エコジオ工法協会 ― 砕石の地盤改良 エコジオ工法 ― 

  

9



第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.９ 奥山ボーリング株式会社、株式会社ネクスコ・メンテナンス東北

 

 

No.１０ ＮＥＸＣＯ中日本グループ 

既設グランドアンカー更新工法 

これまでテンドン余長が短い既設アンカーは、荷重除荷や荷 

重調整が困難とされてきた。 

本工法は、許容アンカー力を超えた過荷重アンカーや短余長 

アンカーの荷重除荷・荷重調整だけでなく、合わせて頭部背 

面の改良（防食）を可能にする既設アンカーの更新技術です。

 

 

 

 

 

 

 

 

ドリルによるアンカーテンドン切削（荷重解放） 
中日本ハイウェイ・エンジニアリング東京㈱ 

ＲＰＥロックボルト 

ＲＰＥロックボルトは、鋼管膨張型ロックボルトに耐食機能 

を付加することで、湧水の多い場所でも打設直後から確実に 

地山を拘束。 

トンネルの長期安定性に大きく貢献します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋㈱ 

【技術提案の募集】大学・企業の皆さまが保有している技術を積極的に活用していくため、特に以下のテーマの新技術・

新工法などの情報やご提案を募集しています。 

●ライフサイクルコストの低減や品質確保につながる高速道路リニューアルプロジェクト技術 

●点検の高度化・効率化                                  詳細は、ＮＥＸＣＯ中日本ホームページまで 

中日本高速道路株式会社
中日本ハイウェイ・エンジニアリング東京株式会社 
中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋株式会社
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.１１ 応用地質株式会社 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.１２ WILL 工法協会 

 

 

 

No.１３ 株式会社ダイヤコンサルタント 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.１４ 株式会社レアックス   お問合せ先 ☎011-780-2222 

 

 

No.１５ 愛知県陶器瓦工業組合 

愛知県陶器瓦工業組合は、三州瓦メーカーが加盟する団体で、全国シェアは約 70％です。シャモッ

ト（破砕瓦）は、三州瓦の製造段階で発生する「製品としての性能を満たさない規格外瓦」を破砕、分

級した、環境にやさしいリサイクル材料です。シャモットは軽量性や透水性、摩擦性が優れているた

め、支持力の確保や土圧の軽減、排水性の向上に期待が持てます。また、シャモットは、平成 19 年に

「愛知県リサイクル資材（あいくる材）」に、平成 27 年に国土交通省の「港湾・空港等整備における

リサイクルガイドライン」のリサイクル材に認定され、平成 29 年には国土交通省・中部地方整備局の

「破砕瓦の港湾工事への利活用検討委員会」により「破砕瓦の利活用技術資料」が発行されました。

 

三州瓦（粘土瓦）  三州瓦の内部（多孔質）シャモット（破砕瓦） 

破砕瓦を用いた土系舗装

普通アスファルト舗装 0 1 2 3 4 5
-500

-400

-300

-200

-100

0

深
度

, z
(m

m
)

珪砂7号
       d=1.597g/cm3

       Dr=94.7%
破砕瓦(0-5mm)

       d=1.539g/cm3

       Dr=89.5%%

水平土圧，ph(kPa)

ヒートアイランドの抑制 法面における防草効果 水平土圧測定実験 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.１６  

環境にやさしい「無機吸水系土質改良材」 

 

■FT マッドキラーとは？ 

「FT マッドキラー」は製紙製造過程で発生す

るペーパースラッジ灰を基材とした無機吸水系の

土質改良材です。同材は、無害で吸水性に優れて

いることから、「どろどろの土」を瞬時に「さらさらの土」に改良することができます。また、材料の

pH はセメント系、石灰系の固化材よりも低く、環境にやさしい材料です。 

■主な特徴 

 材料は無機多孔質で、吸水効果を主体とする物理的な改良です。 

 養生時間なしに、瞬時に改良します。 

 粘性土、砂質土、腐植土、改良土等すべての土質に対応可能です。 

 セメント系、石灰系固化材と比べて材料の pH が低く、周辺環境への影響が少ないです。 

 処理土は、再掘削しても、くり返し利用できます。 

 処理土に対して、追添加が可能で強度増加が図れます。 

 

No.１７ 株式会社ワイビーエム 

「どろどろの土」      「さらさらの土」改良直後 

改良前 改良後 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.１８ 株式会社マルイ 

 

 

No.１９ JIP テクノサイエンス株式会社 

地盤解析ソフトウェア『PLAXIS』のご紹介 

JIP テクノサイエンス株式会社は地盤解析ソフトウェア PLAXIS（開発：オランダ PLAXIS 社）を

ご紹介します。PLAXIS は 2 次元版の PLAXIS 2D と 3 次元版の PLAXIS 3D がございます。 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.２０ ジオ・ラボネットワーク 

全国に設立されている土質試験協同組合(9 組合)は，各組合ともに創立 30 年を超えており，協同組

合地盤環境技術研究センターとともに，平成 19 年度に連携協定を結び，従来の「組合連絡協議会」を

「ジ オ・ラボネットワーク」として変更し，再出発しています． 

ジオ・ラボネットワークは，地盤調査の重要な要素である地盤材料試験のエキスパートで構成され

ており，調査業界の共同試験室として信頼して頂けるように，ネットワーク間での業務の協力・支援

(常時および災害時)や技術交流等を進めております． 

また，公益社団法人地盤工学会，一般社団法人全国地質調査業協会連合会との関係を密に行い，地盤

工学研究発表会や技術フォーラムでの発表等，たゆむことなく高品質な地盤データを発注者の皆様に

お届けする努力を継続しております． 

このことで，安全・安心な社会資本整備構築に貢献してゆく所存です．このジオ・ラボネットワーク

をご活用いただければ幸いです． 

組合名 〒 住 所 TEL
北海道土質試験協同組合 003-0831 札幌市白石区北郷1条8-3-1 011-873-9895
協同組合土質屋北陸 920-0059 金沢市示野町西7 076-268-4666
関東土質試験協同組合 143-0013 東京都大田区大森南3-22-18 03-3742-3131
中部土質試験協同組合 463-0009 名古屋市守山区緑ヶ丘804 052-758-1500
協同組合関西地盤環境研究センター 566-0042 摂津市東別府1-3-3 06-6827-8833
協同組合岡山県土質試験センター 700-0087 岡山市北区津島京町2-8-1 086-254-6610
協同組合島根県土質技術研究センター 690-0816 松江市北陵町41 0852-22-2907
協同組合広島県土質試験センター 733-0851 広島市西区田方2-2-29 082-272-1477
宮崎県地質調査業協同組合 880-0925 宮崎市大字本郷北方2043 0985-52-2403

ジオ・ラボネットワークを構成する組合
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.２１ 大成建設株式会社 

 

 

No.２２ TRD 工法協会（等厚式ソイルセメント地中連続壁工法） 

 

 

 

 

 

平成 29 年度 TRD 技術セミナー 開催

平成 29 年 11 月 15 日 グランキューブ大阪 

ＴＲＤ工法協会 事務局

〒104-0033 東京都中央区新川 1-16-8 

TEL (03) 3206-6603  FAX (03) 3206-7770 

E-mail jimkyok@trd.gr.jp URL http://www.trd.gr.jp 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.２３ 国土交通省 中部地方整備局 名古屋港湾空港技術調査事務所 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.２４ SUPERJET 研究会、クロスジェット協会 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.２５ 多数アンカー式補強土壁協会 

 

 

No.２６ 株式会社テイコク 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.２７ 木材活用地盤対策研究会 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.２８ ジャパンホームシールド株式会社 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.２９ PAN WALL 工法協会 

 

 

 

No.３０ 五大開発株式会社 

 
  ⼟ 構 造 物 の 円 弧 す べ り と
連 続 体 変 形 に 基 づ く 地 震 時 安 定 解 析 法

ニ ュ ー マ ー ク Ｄ 法 に よ る た め 池 等
Ｌ ２ 地 震 動 耐 震 性 評 価 シ ス テ ム

SERID 研究会会員専用システム *    

堤体土の地震時強度低下を考慮したすべり変形解析システム 
「 ニューマーク D法 」＋「 非線形準静的 FEM 」 

SENPS は、レベル 2 地震動によって発⽣する⼟構造物の
残留変形を  
◆ 地震時での飽和⼟の継続的な強度低下を考慮した 

ニューマーク D 法によって円弧すべり変形  
◆ 同じ枠組みで算定した地震時での⼟の強度と剛性の 

継続的な低下を考慮した⾮線形準静的 FEM 解析を⾏い、 
⾃重と地震慣性⼒によって⽣じる連続体変形  

両者を合算することによって求めるシステムです。 

ニューマーク D 法を⽤いて、ため池等⼟構造物の
耐震性評価を⾏うシステムです。多彩な可視化機能
（ 累積すべり変位等時刻暦、各種コンター図、 
変形図 ) を持ち、フローチャート形式のわかり 
やすいインターフェースです。 

* 本システム購入にはSERID研究会への入会が必要となります。

* 別途動的解析ソフトが必要です。 
 

販売：五大開発株式会社 / 開発：株式会社複合技術研究所 五⼤開発株式会社 システム事業部  TEL:076-240-9587 

⼟塊すべりの残留変形

⼟塊すべり以外の残留変形

＋ 

最終残留変形の合算

開発：株式会社複合技術研究所 ・ 五大開発株式会社
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

被災地域においてセメント系固化材を用いた改良
地盤の被害状況調査を実施したところ、数多くの復
旧復興工事や将来の大規模災害に備えた地盤改
良工事が実施されていました。セメント協会はこれら
の代表的な事例を収集し、2 冊の報告書に取りまと
めました。本書では有識者の先生方による座談会を
開催し、多種多様な役割が求められるセメント系固
化材を用いた地盤改良へのご意見・提案、今後の
期待についても紹介しています。 

 

No.３１ 一般社団法人セメント協会 

セメント系固化材による改良地盤の震災調査報告書 

 

 

 

 

 

 

セメント系固化材の利活用セミナー開催のお知らせ 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

No.３２ 株式会社地層科学研究所 

 

 

昨年度に本セミナーを開催し、多数の方々に参加

を賜りご好評を頂きましたことから、三つの会場にて

本セミナー開催します。セミナーの内容は上述の調

査結果に加え、下記三者の学識者からも最近の技

術動向等についてご講演を頂きます。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・大規模災害に対してセメント系固化材による地盤改

良が果たす役割（東京工業大学 北詰 昌樹 教授） 

・セメント系固化処理工法の新しい改良形式につい

て（（国研）海上･港湾･航空技術研究所 森川 嘉之 氏）

・発生土や分別土の利用と地盤環境への影響（京都

大学教授 勝見 武 教授） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

申込方法：以下の URL をご覧下さい。 

http://www.jcassoc.or.jp/cement/1jpn/ji1g.html

CPD：土木学会認定 CPD プログラム 

受講料：無料 

時間：13 時～16 時 50 分 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

新潟会場：2017 年 10 月 4 日(水)朱鷺メッセ新潟 

高松会場：2017 年 11 月 16 日(木)サンメッセ香川 

鹿児島会場：2018 年 1 月 25 日(木)鹿児島県商工会

議所ビル 

報告書をご希望の方はセメント協会・Web サイトで無

償ダウンロード出来ます。 

http://www.jcassoc.or.jp/cement/1jpn/jf8a.html 

粘り強い構造の堤防にセメント

系固化材が使用された例 

（写真：国土交通省東北地方整備

局仙台河川国道事務所 提供）

仙台湾南部海岸
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.３３ 川崎地質株式会社 

川崎地質ブースでは、メンテナンス調査を効率化および⾼精度化できる下記の 
特殊調査機器を取り揃えて皆様をお待ちしております。ぜひお⽴ち寄り下さい。 
 
１ ⾞両牽引式マルチチャープレーダ 
・従来技術では困難だった深さ 5m までの空洞探査が時速 40km 以上で可能に！ 
・路⾯下空洞調査、シールド⼯事の施⼯前後、下⽔道周辺の空洞探査に最適。  

２ コンクリート背⾯空洞探査レーダ（NETIS:QS-150036-A） 
・従来技術では困難な鉄筋コンクリート背⾯の空洞を探査。 
・現場状況により防⽔型、マルチチャンネル型を適⽤し、作業対象と効率をアップ！  

３ ステップ式連続波地中レーダ 
・ステップ式連続波⽅式＋⼤型アンテナにより最⼤深さ 10m までの空洞を探知！ 
・地下壕や廃坑調査などの空洞調査で実績多数あり。  

４ SAAM ジャッキ（NETIS:SK-070009-V） 
・アンカー規模に応じて、迅速かつ効率的に緊張⼒の⾯的調査を実施。 
・ジャッキ重量 15〜32kg、最⼤試験荷重：600〜1000kN。  

５ ⽔上バイク測深 
・⽔上バイクに測深機と測位装置を搭載して、狭範な⽔域でも地形データを把握！ 
・湖底の堆砂状況、河川橋脚部周辺の洗掘状況など、適⽤例は多様。  

６ 宇宙線ミュー粒⼦を活⽤した地盤探査システム 
・宇宙から到来する⾼エネルギー素粒⼦を活⽤した探査装置。 
・探査空⽩域とされていた深さ数⼗ｍの地下空洞や埋設管を⾼分解能で可視化！ 

 
 
 
 
                                               Kawasaki Geological Engineering Co., Ltd.

 

No.３４ 土留部材引抜同時充填工法研究会 

 

It’s KGE since 1943 

１

２

４

３

５ ６
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.３５ 鹿島建設株式会社、ケミカルグラウト株式会社 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.３６ 株式会社エスイー 

SEEE グラウンドアンカー工法に使用する、タイブルアンカーA 型・U 型・M 型は平成 26 年 8 月に(一財)砂防・地すべ

り技術センターより技術審査証明を一括取得し、以下の評価を頂いております。(技審証第 0401 号より抜粋) 

【概要】 

SEEE グラウンドアンカー工法は、｢頭部定着具の耐震性」と｢緊張力調整機能」が確認されたアンカー工法です。 

【主な特長】 

①頭部定着具の耐震性 

②緊張力調整の性能 

③材料性能による耐久性 

④構造性能による耐久性 

⑤摩擦抵抗が小さい地盤への適応性 

 

環境防災部 

〒160-0023 東京都新宿区西新宿 8-11-1 日東星野ビル 

TEL：03-5338-3242  FAX：03-5338-3250 

 

No.３７ フロテックアンカー技術研究会 

 

旧 NETIS 登録 No.KT-990071-VE ：タイブルアンカーA 型 

旧 NETIS 登録 No.KT-990309-VE ：タイブルアンカーU 型，
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.３８ 真空圧密ドレーン工法研究会 - キャップ付ドレーンを用いた圧密排水工法 - 

 

No.３９ 株式会社アサヒテクノ 

 

 

●３つの圧縮力（増加有効応力） 
・地下水位低下による有効応力の増加 

・真空ポンプ、ブロアーの吸気による負圧載荷 

・盛土による特に浅層部の圧縮 

● 高い排水能力  
・SWP 工法による地下水位の低下にとも

なう自由水の排水 

・QinTAKO の送気（コンプレッサー）に

よる間隙水の排水、及び亀裂形成による透

水係数の改善 

・QinTAKO の吸気（ブロアー）による間

隙水の水蒸気による排水 

● 特長 
①低コスト   ②工期短縮（３ヶ月程度） 

③盛土の場合、施工速度の制限が不要となる 

A&S 工法：すっからかーん（SKK）工法に盛土を加えた圧密脱水工法 

株式会社 アサヒテクノ 

〒024-0322 
岩手県北上市和賀町岩崎新田 5地割 16 番 81 

TEL 0197-73-6015  /  FAX 0197-73-7713 
http://www.asahitechno.jp/ 

圧縮力 ＝ 地下水位低下 ＋ 負圧 ＋ 盛土 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.４０ 株式会社メイホーエクステック（旧 株式会社ﾒｲﾎｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）

 

 

No.４１ 株式会社技研製作所 

 

〒500-8326 岐阜県岐阜市吹上町 6 丁目 21 番 
電話 058-253-8808、FAX 058-253-8812 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.４２ PC フレーム協会 

 

 

 

No.４３ 前田工繊株式会社 

  

 

 

 

 

 

点検技術 

 

 

 

 

 

 

診断技術 

 

 

 

 

 

措置技術 
 

お問合せ                              http://www.maedakosen.jp/mdk 

東京本社／東京営業部 〒103-0005 東京都中央区日本橋久松町９番９号 ユニゾ久松町清洲橋通りビル 4F・5F  

 (03)3663-7897 /  (03)3663-9930

福井本社 〒919-0422 福井県坂井市春江町沖布目３８－３         (0776)51-3535 /  (0776)51-3545
 

措
置 

壁面が損傷した場合は、補強領域に影響を与

えることなく損傷レベルに応じた措置が短期間

で可能です。 

診
断 

アデムに光ファイバーを内蔵した「マルチセンサ

ーアデム」を用いて、アデムウォールの安定性

を定量的に評価します。 

無線通信方式の傾斜センサーを壁面に設置し

て、壁面が規定値以上に傾いていないことを点

検します。 
点
検 

維持管理型補強土壁 アデムウォール SMART type 
傾斜センサー
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.４４ 中部電力株式会社 

 

 

No.４５ 日本システム管理株式会社 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.４６ 株式会社アサノ大成基礎エンジニアリング 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.４７ 中央開発株式会社 

 

No.４８ 株式会社アーク情報システム 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

 

 

 

 

SAVE コンポーザーは、無振動で締固めを行うこ

とにより、既設構造物近接での施工を可能にし

たサンドコンパクションパイル工法で、多くの

施工実績を持ち、複数の公的機関から評価を得

た、信頼性の高い地盤改良工法です。 

SAVE コンポーザーHA は、SAVE コンポーザー

に貫入能力の向上と着底管理方法の２つの特長

を付加した技術です。 

 

NETIS 登録番号:CB-160026-A 

 

No.４９ 大日コンサルタント株式会社 明日の防災を考える大日コンサルタントの技術展開

 

 

No.５０  

SAVE-SP工法
ｾｰﾌﾞｴｽﾋﾟｰ

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CI-CMC 工法は、エアを用いてスラリーを霧状

に吐出する「エジェクター吐出」機構により大

径かつ高品質な改良体を造成する深層混合処理

工法です。周辺変位も大幅に低減でき、市街地

や既設構造物近接での施工が可能です。硬質地

盤においても先行削孔が不要で、さらに工費を

圧縮でき、エア量の制御により、よりバラツキ

の少ない改良体を  

造成します。 

 

 

SAVE
セ ー ブ

コンポーザー
コ ン ポ ー ザ ー

H A
エイチエー

 
静的締固め砂杭工法 

エジェクター吐出を使
用することで硬質地盤
への貫入が可能。 

C I
シーアイ

-C M C
シーエムシー

- H A
エイチエー

工法 
硬質地盤に対応した大径・低変位の深層混合処理工法 

NETIS 登録番号:QS-160049-A 

２軸撹拌翼 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.５１ テスコ株式会社 

 

 

No.５２ 計測ネットサービス株式会社 

 

 

 

〒116-0013 東京都荒川区西日暮里 5-4-6 

TEL 03-3805-0012 FAX 03-3805-0330 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.５３ 基礎地盤コンサルタンツ株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.５４ 東邦ガス株式会社 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.５５ 中日本建設コンサルタント株式会社 

 

No.５６ RRR 工法協会 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.５７  
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.５８ 日鉄住金セメント株式会社 

 

 

 

No.５９ 大起理化工業株式会社 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.６０ 国土防災技術株式会社 

 

 

 

地すべり調査に求められる土質試験         防災教育教材『避難行動訓練 EVAG』  

 

                                   

 

 

             

                               

               

 

 

 

 

ISO 9001 登録 

本社：〒105-0001 東京都港区虎ノ門 3 丁目 18 番 5 号 TEL(03)3436-3673(代) FAX(03)3432-3787 

 

No.６１ サンスイ・ナビコ株式会社 

 

2015 年に開発した『避難行動訓練 EVAG』（2016 年

レジリエンス大賞〈国土強靭化大賞〉最優秀レジリ

エンス賞を受賞）のツールを活用して、内閣府が進

める地区防災計画の取組支援を行っています。 

精度の高い地すべりの安定解析と効果的な対策工設計に

必要な各種土質試験機を多数保有しており、地すべり面

の性状や力学特性に関する試験研究、地すべり機構解明

に役立つ新しい試験技術の開発にも取り組んでいます。 

  と   と   の技術で社会に貢献します。 水 土 緑
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.６２ 日本基礎技術株式会社 

 

 

 

 

 

No.６３ 日特建設株式会社 

日本基礎技術株式会社  
JAPAN FOUNDATION ENGINEERING CO.,LTD. 

東京本社 〒151-0072 東京都渋谷区幡ヶ谷１丁目 1 番 12 号

TEL (03) 5365－2500 FAX (03) 5365－2522 
URL ：http://www.jafec.co.jp 

『人と環境の共生をめざし 

建設基礎技術で豊かな 

社会創りに貢献する』 

万能削孔機（BG 機）の用途 

・障害物撤去（空頭制限・近接施工対応可）

・地盤改良 （深層混合処理） 

・杭打設  （基礎杭・抑止杭） 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.６４ 既設アンカー緊張力モニタリングシステム研究会 

 

 

 

No.６５ 株式会社大林組 

 

⼤林組の防災・減災技術 
地震対策技術 土砂災害対策技術 

本  社：  東京都港区港南 2-15-2

        TEL 03-5769-1251 
名古屋支店：  名古屋市東区東桜 1-10-19

          TEL 052-961-5114 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.６６ 流動化処理工法研究機構 中部支部 

 

No.６７ 株式会社マイダスアイティジャパン 

 

GTS NX：地盤分野2/3次元FEM解析プログラム 64bit完全対応
最新の機能で、複雑な地表面、地層構成および構造物を考慮したモデリングが可能です。
地盤変形・浸透流・斜面・圧密の他、非線形動解析・水/土 完全連成解析を行うことができ
今まで難しかった解析を行うことができます。
地盤分野の３次元解析のニーズにお応えすることができるソリューションです。

CAD感覚の使いやすく、覚えやすいモデリング機能により、最低限のトレーニングで解析
結果を得ることができます。
FEMによる地盤変形・浸透流・圧密・等価線形解析に加え、圧密沈下計算・液状化判定・
円弧すべり・ニューマーク法までを1つのソフトウェアで行うことができます。
さらに、FLIPやLIQCA専用のプリ・ポストで効率的な作業環境を提供します。

SoilWorksシリーズ：地盤分野2次元 設計・FEM解析プログラム
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.６８ 清水建設株式会社 

 

 

No.６９ 日本国土開発株式会社 

回転式破砕混合工法は、円筒内で高速回転する複数本のフレキシブルなチェーンの打撃力で地盤材

料の破砕・細粒化（解砕）を行うとともに、添加材料を均一に分散させる効果をもつ土質改良工法で

す。本工法は、一つの機構で破砕と混合を同時に行える従来にない画期的な工法で、高含水比粘性土か

ら軟岩まで幅広い土砂性状に適応が可能です。本工法は、建設発生土の有効利用、土壌汚染浄化、遮水

土製造などの多様な用途に適用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問合せ】 日本国土開発株式会社 

・土木事業本部 土木部 ﾂｲｽﾀｰ事業ｸﾞﾙｰﾌﾟ TEL：03-5410-5750 

・西日本支社 名古屋支店 TEL：052-971-8136 

・HP：http://www.n-kokudo.co.jp/ 【回転式破砕混合工法の概要】 

【土質性状の範囲】 

回転式破砕混合工法プラント

【 発生土 1 種類＋セメント 】

回転式破砕混合工法プラント

【 発生土 2 種類＋石灰＋分別 】
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.７０ 地盤注入開発機構 

環境保全型液化対策工  恒久グラウト・本設注入工法 
 

 

 

No.７１ 
中部地中熱利用促進協議会、岐阜地中熱利用研究会、 
地下水・地下熱資源強化活用研究会 

地 中 熱 利 用 の 普 及 促 進 に 向 け て 

地中熱は、どこにでもある安定した再生可能熱エネルギー 

です。この熱を空調や給湯、融雪などに利用して、省エネ、 

ＣＯ2排出削減、ヒートアイランド現象の緩和に取り組みます。 

 

 

                               

（三重県総合博物館 MieMu） 

 

 

 

              （環境省設置案件調査結果） 

●中部地中熱利用促進協議会   http：//chuchikyo.org/ 

●岐阜地中熱利用研究会   http://www.giaga.org/   

●地下水・地下熱資源強化活用研究会（AGREA）   http://www.agrea.or.jp/ 

平成 14 年度地盤工学会技術開発賞受賞

『 恒 久 グ ラ ウ ト と 注 入 技 術 』  

《超多点注入工法、エキスパッカ工法を用いた恒久グラウト野外実証試験：10 年以上》 

恒久グラウト施工実績 1200 件以上 

急速浸透注入工法実績 6 億 ℓ以上 

２０年以上の室内実証研究と１０年以上の野外注入確認試験 

 

統合技術としての四大要件 

恒久
グラウト

恒久
グラウト

環境
保全性

環境
保全性

急速浸透
注入工法

急速浸透
注入工法

本設注入
試験センター

本設注入
試験センター

産学協同研究
異業種共同研究

産学協同研究
異業種共同研究

恒久
グラウト

恒久
グラウト

環境
保全性

環境
保全性

急速浸透
注入工法

急速浸透
注入工法

本設注入
試験センター

本設注入
試験センター

産学協同研究
異業種共同研究

産学協同研究
異業種共同研究

地盤注入開発機構 （URL: http://www.jckk.jp E-mail:info@jckk.jp） 

恒久グラウト・本設注入協会(関連組織：液状化防止注入協会) 

 事務局 〒113-0033 東京都文京区本郷 3-15-1 ジャテック㈱内 

TEL 03-3815-2133  FAX 03-3815-2102 
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第 52 回地盤工学研究発表会「技術展示のしおり」 

 

No.７２ 株式会社竹中土木 

 

 

 

 

 

 

 

No.７３ 株式会社丸東製作所 
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